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ご　挨　拶
早稲田大学　常任理事　大　塚　宗　春
　ただいまご紹介にあずかりました大塚です。大学を代表してひとことご挨拶申し上げます。
このたびの東日本大震災で亡くなられた方のご冥福をお祈り申し上げます。また、被災を受けら
れた方に対して心よりお見舞い申し上げます。
　この東日本大震災は､ 大学にもいろいろインパクトを与えています。幸い、大学は大きな被害
は受けなかったのですが、一部の研究室で書架が倒れるなどの報告を受けております。一部に大
きく揺れた建物もあり、一層の耐震補強を求める声に応えて全学の耐震補強の状況を再確認し、
さらに補強すべきところには対処することを検討しています。
　皆さんご存じのように、早稲田大学は､ 卒業式も入学式も中止し、新学期の授業の開始をほぼ
一ヶ月遅らせました。現在は落ち着いてきて、授業の方も軌道に乗ってきたところです。ところ
が、また頭の痛いことが起こっています。
　それはいわゆる電力消費量のことです。早稲田大学は新宿区でも有数の電力消費事業体であり
ます。したがって､ 大学の各キャンパスについて、15％の節電が要求されています。どのように
これを達成するかいろいろ頭を痛めています。現時点において､ 昨年のこの時期の 90％の電力
消費量が計測されています。どのような手段を講じてあと 5％プラスして、昨年 7 月の最高の電
力消費量から較べて 15％削減するか思案中です。
　本日の会場であるこの井深ホールも 28 度に設定されておりまして、かなり暑いかと思います
が、このような事情でありますのでどうぞご辛抱いただきたいと思います。
　早稲田大学は今回の大震災に対して、大きく三つの対応をしています。一つは被災された学生
に対する学費の減免措置です。二つ目は､ 被災地に対する支援活動です。三つ目は震災に関連す
る研究活動等の支援です。
　本日のフォーラムのテーマである「観光による復興への提言」は、震災からの一日も早い復興
を観光から提言しようという企画で、今まさに求められていることであり､ 大学が積極的に支援
しようとしている研究活動です。一部の観光地、宿泊施設は、震災の影響を受けていると聞いて
います。これから一日も早く脱却して復興への道筋を観光から提言していただきたいと切望して
おります。
　今日お見えになった方々のなかには､ おそらくホテルとか観光に携わっていらっしゃる方がか
なりおられるかと思います。皆さんの経営・マネジメントにお役に立つような熱い議論が展開さ
れることを祈っております。簡単ではございますが、私の挨拶とさせていただきます。
